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第１章 ステージ１：ガマキンウワバに関する有害動植物リスク分析の開始

１ −１ 開始：（開始するに至った問題の本質、目的）
ガマキンウワバは現在検疫有害動植物として取り扱われているが、検疫有害動植物につ

いては、平成 16年 5月 21日に公表された「植物検疫に関する研究会報告書」で
「検疫有害動植物については、輸入植物の用途や輸送形態も考慮し、可能な限りリ
スクの定量的な評価を含めて、適時適切な PRA（有害動植物リスク分析）を実施
し、それぞれのリスクに応じた措置となるよう検証し、対応していくことが適当。」
とされた。
このため、ガマキンウワバの有害動植物リスク分析を見直すこととした。

１ −２ 有害動植物リスク分析地域の特定
日本全域と特定する。

１ −３ 対象となる経路及び潜在的検疫有害動植物
１ −３ −１ 経路
ガマキンウワバが発生する地域から輸入される寄主植物を経路と特定する。

１ −３ −２ 潜在的検疫有害動植物
ガマキンウワバ（学名：Autographa gamma (Linnaeus)）を潜在的検疫有害動植物と特定
する。

１ −４ 情報
生物学的な情報は、別紙のとおり。

１ −５ 開始の結論
検疫有害動植物の取り扱いについては、「植物検疫に関する研究会報告書」において、付着
する植物の用途や輸送形態を考慮しつつ、随時適切な有害動植物リスク分析を実施する旨の指
摘があったことから、有害動植物リスク分析を実施する必要が生じた。
本種を潜在的検疫有害動植物と特定し、また、本種の発生国の寄主植物を経路と特定し、我

が国全域を対象として、植物検疫措置に関する国際基準 No. 11「検疫有害動植物のた
めの有害動植物リスク分析」に基づき、有害動植物リスク分析を開始する。

第２章 ステージ２：有害動植物リスク評価

２ −１ 植物検疫上の取り扱いに影響するガマキンウワバの特性等
２ −１ −１ 系統
植物検疫上考慮すべき系統に関する情報は見つからなかった。
２ −１ −２ 未発生有害動植物のベクター
ベクターとなることに関する情報は見つからなかった。
２ −１ −３ 日本での分布状況及び公的防除の有無
ガマキンウワバは、北海道、本州、四国及び九州に分布している。
本種は、公的防除の対象ではない。

２ −１の結論
ガマキンウワバは、北海道、本州、四国及び九州に分布し、国内に存在する個体群と国

外に存在する個体群間に寄主植物に対する被害に差があるとの情報はない。また、本種は公
的防除の対象ではなく、その対象とする計画もないため、検疫有害動植物に該当せず、非検
疫有害動植物と位置づけられる。よって、有害動植物リスク分析は中止する。
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別紙

和 名：ガマキンウワバ３）、４）、６）（ガンマキンウワバ）４）、６）

学 名：Autographa gamma (Linnaeus)１）、３）、４）、６）
英 名：slvery moth、beetworm ４）

分 類：チョウ目(Lepidoptera)１）、４）、６）
ヤガ科(Noctuidae)１）、３）、４）、６）

分 布：（日本）北海道、本州、四国、九州３）、６）

（世界）アジア、ヨーロッパ、ロシア、アフリカ１）、６）

寄主植物：トウモロコシ、ダイズ、インゲンマメ、ズキ、ササゲ、アブラナ科野菜、
テンサイ、マメ科牧草、キンギョソウ、トルコギキョウ、ストック、シュ
ッコンカスミソウ１）、４）

形態・生態：成虫の前翅張は 17mm内外。体および前翅は暗褐色で前翅中央に小さい
白銀色の Y字紋がある。後翅は灰白色で外縁は幅広く暗褐色に縁取られ
る。老熟幼虫の体長は 35mm内外。頭部は小さく黄緑色で体は白緑色で
後方に向かって太まる。前方 2対の腹脚が退化してシャクトリムシに似
た歩き方をする。葉裏などに糸で綴った粗繭をつくって蛹化する。卵は白
色のまんじゅう形で、葉裏に点々と産下される。中齢幼虫で越冬すること、
成虫が長距離移動することが知られている。６）

被 害：幼虫は葉を葉縁から食害する。テンサイの被害が大きい。６）

ベクター・
系 統：植物検疫上考慮すべき系統等が存在するとの記述はなく、日本未発生の有

害動植物のベクターとなる旨の記述もない。１）、２）

防 除 法：トウモロコシ、豆類、テンサイ、野菜類、花き類･観葉植物においてヨト
ウムシ類に対する登録農薬がある。５）
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